
平成３０年度第２回 新潟市子ども・子育て会議 会議概要 

開催日時 平成３１年３月２８日（木）午後１時３０分～午後３時３０分  

会  場 白山会館 ２階「胡蝶」

出席委員

阿部委員、大竹委員、菊池貴子委員、菊地千以委員、小池委員、斎藤委員、

佐藤委員、椎谷委員、鈴木委員、関川委員、長﨑委員、長谷川雅朗委員、

長谷川雅之委員、平澤委員、福士委員、横尾委員、山岸委員

（出席１７名、欠席名）

事務局

関係課

出席者

こども未来部長、こども政策課長、同課課長補佐、同課企画管理係長、 

同係主事、同課育成支援係長、こども家庭課長、同課課長補佐２名、 

保育課長、同課課長補佐、同課管理係長、同課運営グループ係長２名、 

教育委員会事務局教育総務課長、学校支援課課長補佐、学務課長、 

㈱ジャパン総研研究員 

傍聴者 ０名 

内容

【議事】 

（１）新潟市子ども・子育て支援に関するニーズ調査の結果について 

○事務局よりニーズ調査の結果について説明を行いました。 

○委員からは主に次の意見・質問がありました。 

 ・調査の回収率は前回（５年前の現計画策定時）と比較してどうか。 

  また、数字の信頼度は。 

 ⇒下がっている。H29 年度まで実施した子育て市民アンケートや全国

的にも同様の傾向。前回は子ども・子育て支援新制度の施行にあた

り、世間の関心もあったため高い回収率だったといえる。 

 信頼度については後日示す。 

  ・父親の回答（回答者のうち 10％）がどのような内容か抽出して示され

るとよい。

  ・問 23 で「一定の年齢までは家庭で保育を行いたい」との意向が多い

が、この回答の方々は現実にはどのような保育形態なのかをクロス集

計することは可能か。（希望どおりの保育を行えているのか、やむを得

ず預けて仕事に行っているというような状況はみえてくるのか。）

   ⇒集計は可能。

  ・未就学児の保護者の回答について、年齢で分けて結果を見ることは可

能か。

   ⇒可能。現在、年齢を算出するための記述をデータ化しているので後

日示す。

  ・保育の利用意向、放課後をどう過ごさせたいかという意向について、

勤務の有無との関係が知りたい。

  ・現在の教育・保育の利用状況と、幼保無償化・在宅育児手当が実施さ

れた場合の利用意向の変化が分かるとよい。

  ・病児保育の利用について、ニーズは高いが実際の利用は少ないと感じ

る。この理由を分析することはできるか。



内容

   ⇒実態と数字が違うという感覚について、施設や事業者から現場の状

況や実際の声を入れ計画に反映させていきたい。

  ・病児保育とファミリー・サポート・センターについて、「何かあったと

きの預け先を確保したい」というニーズは高い。事業の周知が必要。

（２）次年度の「量の見込み」算出及び計画策定について

 ○事務局より第 2 期計画策定スケジュール及び子ども・子育て会議の開催

予定について説明を行いました。

○本件に関する委員意見・質問はありませんでした。

【報告事項】

（１）委員任期満了に伴う改選について

 ○現委員の任期が 2019 年 8 月 31 日までであり、7～8 月の間に委員改選

を行う旨の説明を行いました。

○本件に関する委員意見・質問はありませんでした。

（２）幼保部会の開催報告

○平成 31 年 3 月 7 日に開催した幼保部会（全 4 回）につき開催概要の説

明を行いました。

○委員からは次の意見がありました。

 ・幼保無償化に関する動きについては、次回以降の会議でも毎回説明を

お願いしたい。

（３）新潟市子どもの学習費等実態調査の結果について

 ○平成 29 年度に実施した「子どもの学習費等実態調査」及び平成 30 年度

に実施した「スクールランチ校喫食状況調査」について説明を行いまし

た。

○委員からは次の意見がありました。

  ・スクールランチの喫食状況について、経済的な理由で食べていないと

の回答は確認できなかったとのことだが、子ども食堂のネットワーク

会議にてスクールソーシャルワーカーから、表面化していなくても背

景に経済的理由が存在するとの話があった。

  ・貧困家庭の学習支援について、中学生からの支援では遅い。小学生か

らの支援が必要ではないか。

（４）こども未来部の次年度予算について

○平成 31 年度のこども未来部の予算及び主な事業について説明を行いま

した。

○本件に関する委員意見・質問はありませんでした。


